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「ＰＣＢの掘り起こし調査を実施しています」 
 

 

 

 

 

  ポリ塩化ビフェニル(ＰＣＢ)廃棄物は、ＰＣＢ特別措置法により処分期間内に処理することが義

務付けられています。 

 昨年５月のＰＣＢ特別措置法の一部改正により、高濃度ＰＣＢ廃棄物の処分期間が平成３３年３

月３１日までと、原則１年前倒しされました。 

（低濃度ＰＣＢ廃棄物については平成３９年３月３１日までで変更なし） 

ＰＣＢ廃棄物の保管量等は、毎年県に届出が必要ですが、届出義務があるにも関わらず、未届の

ＰＣＢ廃棄物や使用中のＰＣＢ使用製品が存在するため、全量の掘り起こし調査が必要となってい

ます。 

このような状況を踏まえ、本県ではＰＣＢ廃棄物の処分期間内での確実な処分完了に向けて、事

業者に対して、未届出のＰＣＢ廃棄物等の掘り起こし調査を実施しています。調査票等が届いた事

業者の皆様には、調査のご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 

◇ポリ塩化ビフェニル(ＰＣＢ)とは 
ＰＣＢは、科学的に安定し、電気絶縁性が良い等の性質を有した工業的に合成された化合物で、 

受変電機器(高圧変圧器・コンデンサーなど)等の絶縁油、熱交換器の熱媒体、感圧複写紙等に  

広く利用されていました。しかし、有害であることが判明したため、昭和４７年以降は製造や新

たな使用は禁止されています。 

 

      

◇ＰＣＢ廃棄物の処分期間  

ＰＣＢ廃棄物 処分期間 

高濃度ＰＣＢ廃棄物（濃度 5,000mg/kg 超） 平成３３年３月３１日まで 

低濃度ＰＣＢ廃棄物（濃度 0.5～5,000mg/kg） 平成３９年３月３１日まで 

  ※ＰＣＢ廃棄物は定められた期限までに処分しなければなりません。 

   高濃度ＰＣＢ廃棄物は、処分期間を過ぎると事実上処分することができなくなります。 
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